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ぼく学校はきらい│ひよわな心
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自殺、登校拒否、家庭内暴力と、子供たちの心の病気が頻発するよ
うになってきた。社会の様々なひずみを受けることによって、現代っ
子の心は抵抗力に乏しく、ひ弱になったといわれている。映画は、
登校拒否の実例を再現しながらその原因を探っていく。

最近、教育相談所に子供の心の問題について相談にくる人が増えて
いる。小学 3年の哲也君の母親もその 1人である。 3年生になって
間もなく、学校にいくのを嫌がりだして、毎朝お腹が痛いといい、
時には本当に吐いたりして学校を休む。そんなことがもう 1ヵ月余
りも続いている。医者にみせても病気ではないといわれ、夫に相談
しても仕事が忙しいからと取り合わない。このような登校拒否は、
はたからみるとごく些細なことがきっかけで起きるのだが、本当の
原因はそれに耐えきれない心にある。そうした心に育てた成育環境、
特に家庭における親子関係に問題があると考えられる。
　哲也君の場合の動機と原因を探るために面接が始まった。母親の
語る哲也君は、友達と遊ぶより一人遊びが好きでおとなしい性質で
ある。哲也君との話の中で、学校の先生に体操着を忘れて叱られた
ことを気にしていることがわかった。哲也君は父親にも叱られた経
験がない。父親との接触が少ないこともわかってきた。面接で、父
親は家事も育児も母親任せの仕事一点張りで、哲也君に対して余り
関心を持っていないようにも見受けられた。母親の話で、幼児期に
チック症状があったこともわかった。チックとは、まばたきや指しゃ
ぶり、空ぜきが習慣化するもので、ストレスや欲求不満のはけ口と
して現れると考えられている。幼児期は体の成長はもちろん、心の
発達にも重要な時期である。面接が続く中で母親もまた父親も、息
子の心の成長を阻んでいたものが何であったかに気付き始めていた。


